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フードバンクはりまの概要

設立 2018年12月

2021年度活動実績
提供量 37,825㎏
支援回数 1,911回
支援量 40,479㎏
食品が2,654kg不足

※2022年3月末 ※2022年3月末

現在



食品ロス削減のための活動

企業や自治体からの災害用備蓄品の引取

食品関係企業からの食品提供

一般家庭からの食品提供

フードドライブの開催

（企業・学校・自治体等での開催）



頂いた食品の届け先

主な支援先

① ひとり親貧困家庭等個別支援

② 児童養護施設

③ 子ども食堂

④ フードパントリー

⑤ 路上生活者支援団体

⑥ 母子家庭支援施設

⑦ 更生施設

⑧ 障がい者支援施設

⑨ 外国人日本語学校 等

焼きたてのメロン
パンをいただきま
した！やきた



具体的活動事例①

学校との連携を図り、

保護者への手紙を配る。

困窮家庭からの返信を受け、

個別支援へつなげる取り組み



具体的活動事例②

●母子家庭

病弱であるが病院にも行けないお母
さん。

●母子家庭

下の子が障害児で生まれたとたん夫
は「気持ち悪い。早く死ね。」と言
い続ける。上の子はそれを聞いてい
て病気となった。

離婚している。



具体的活動事例③

●支援者のいない若い夫婦の家庭

今日のミルクがなかった新生児。

●子ども3才、2才、1才、0歳。

母親は精神疾患。子どもは障害児。



具体的活動事例④

●ライフラインが止まった家庭

今晩食べるものがなかった２歳の男の子。

●母子家庭

家に水道がない。

●父子家庭

子ども3人食べ盛り。おやつに飛びつく子ども。



具体的活動事例⑤

●オムツを変えてもらえない赤ちゃん

●自己肯定感ゼロの5歳児

●DVから逃げ出した母子家庭

●子ども3人すべて不登校の父子家庭

●子どもの夢を叶えてあげられない母子家庭

●子ども3人の父子家庭。父親は病気。コロナ
で入院。子どもだけで支えあっていた。

●施設で育った母親。子ども3人。夫はゲーム
にお金をつぎ込む。



活動をしていて嬉しかったこと

●支援を卒業する家庭がある。

●支援を受けていた家庭がボランティアに参加するようになったこと。

●志の高い人に出会えること。

●関連団体と連携を取ることにより支援する輪が広がっていること。

フードパントリー

子ども食堂

市や町の福祉と連携

地域包括支援センター

社会福祉協議会



ご支援・寄付のお願い

① 正会員・個人賛助会員・法人賛助会員の募集

・正会員 ‥ 年会費 10,000円

・個人賛助会員‥ 年会費 3,000円～

・法人賛助会員‥ 年会費 10,000円～

皆様の会費を基に、事業を運営しております。

法人賛助会員の会費は、税額控除の対象となります。

金銭の寄付のみも受付しております。



食品受付窓口一覧
① NPO法人フードバンクはりま 姫路市飾東町豊国503

② 広畑葵会館 姫路市広畑区高浜町2-29-2

③ 高砂西葵会館 高砂市中筋5丁目337-1

④ こころの会 朝来支部 朝来市立野695-１

⑤ ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ みなみのかぜ 姫路市上手野28-1

⑥ 丸英丼丸姫路船場西ビル店 姫路市小姓町35-1 船場西ビル102

⑦ 三宅保険事務所 姫路市飾磨区鎌倉町5-1

⑧ 龍野教会 たつの市龍野町日山396-1

⑨ るり訪問看護・ﾘﾊﾋﾞﾘｽﾃｰｼｮﾝ 姫路市飾磨区妻鹿1367-2

⑩ ヘアサロン マテリアル 姫路市飾磨区恵美酒422-5 ｴｲﾋﾞﾙ1F

⑪ （株）タマダ自動車 揖保郡太子町佐用岡498-1

⑫ うめや 姫路市小性町30



最後に
私たちは、フードバンク活動をする中で、豊かな国と思
われがちなこの国で、今日明日食べるものも無いという
貧困家庭がいかに多いかを思い知らされました。

私たちの活動で、一人でも多くの人々の生活を支えてい
きたいと思い、これからも活動してまいります。

そして、未来の子どもたちが安心して暮らしていける世
の中にしていきたいと心から願っています。

この活動の趣旨に賛同していただける方が

おられましたら、ぜひご支援ご協力を

お願いします！



ご清聴ありがとうございました

フードバンクはりま連絡先

代表者 ：辻本美波
住所 ：姫路市飾東町豊国503

TEL ：079-227-8304
FAX ：079-229-2501

https://foodbankharima.org/


